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Abstract 
Litle use has been made of a gas ejector in an internal combustion engine， but its application 
which the exhaust gas energy can be employed as an activating force should be investigated 
systematically as a subsidiary device of a cooling fan 
There fore， we carried out some experiments with an air cooled， single cylinder four-stroke 
cycle engin巴 toinvestigate systematically the influence of various factors in the ejector-typed 
exhaust pipe system and to obtain the design method on such a pipe system. ConsequentJy， itis 
ascertained that the exhaust gas ejector can be appJied to the subsidiary cooJing apparatus in the 



































68 <jJx70 mm 
6:1 
5 P.S/1，650 r.p.m. 
7 P.S/2，100 r.p.m. 
























供試機関 ⑦ノ ズ ノレ
丸型ノズノレ ③混合室(直管型)
マノメータ ⑨丸型ノ ズノレ
サ ー ジタンク ⑬マノメー タ
気 化器本体 ⑬サージタンク
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表 1 供試ノスツレ ・混合管の諸元
供試 混 合管 A I B I c I D I E I F I G I H 11 
呼径 |内 径 |面積
m |ι ・cmlん・cm 1m!ム
2き 6.79 1 36.2 1 6.00 1 8.43 1 9.93 1 12.2 1 13.0 1 16.8 1 18.5 1 28.0 1 30.4 
2 I 5.29 I 22.0 1 3.65 1 5.11 1 6.03 1 7.41 1 7.91 1 10.2 1 11.2 1 17.1 I 18.5 
1を 4.16 I 13.6 1 2.26 1 3.16 1 3.73 1 4.58 1 4.90 1 6.32 1 6.95 1 10.5 I 11.4 
1ま 3.57 10目o 1 1.66 1 2.33 1 2.74 1 3.36 1 3.60 1 4.65 1 5.10 1 7.75 1 8.40 
1 2.76 1 6.07 1 1.01 I 1.41 I 1.67 I 2.04 1 2.18 I 2.82 I 3.10 I 4.71 1 5.10 
3/'4 I 2.16 1 3.66 1 06070.852 1.00 I 1.23 I 1.32 1 1.70 1.872.843.08 
dn ノズノレ直 径 cm1 2.77 1 2.34 1 2.16 1 1.95 1 1.88 1 1.65 1 1.58 1 1.28 1 1.23 
ム ノス‘ノレ断面積 cm2 1 6.03 1 4.30 1 3.65 I 2.97 I 2.78 I 2.15 1 1.96 I 1.29 I 1.19 
In!β 荷積比 1 I 0.7円 0.6051 0.4931 0.4611 0.357 仏3251 0.2141 0.197 














排気エゼクタの一次側管系，すなわち機関の排気管の長さ (ι)が吸気比 K=Qα1-:-V". n/(60 
X2)およびエゼクタポンプの吸込空気比k=Qa2-:-V，'n/(60X2)に如何なる影響を与えるかを調
べる目的で，エゼクタ寸度を一定とし(排気ノス、ル径 dn= 1.88 cm，ノス、ル距離 α=4.2cm，混
合管径 d問 =1-}"，混合室長さ ん=8d明宇34cmおよびん=65cm)，排気管長 (le)を変えながら
吸気量および二次空気量を測定した。駆動運転の実験結果を図-4に， 発火運転の実験結果を







































空冷4サイクノレ機関のエゼクタ冷却に関する基礎実験 (第1報) 155 












響を解明するため，エゼクル寸度を一定と し ノズルの開口面積 (f，)を5種類に変えて実験し
た。その結果の代表例を図-6(駆動運転，a=4.2 cm，ん=65cm，d明=1 !")および図一7(発火
運転，aニ 4.2cm，ん=65cm，d叫 =1t")に示す。 さらに，これら一連の実験結果から機関回転
数 N=1，500， 2，000， 2，500 r.p.m.および 3，500r.p.mにおける吸気比 (K)，二次空気比 例を求
め， ノズルの開口面積(ん)と排気管断面積 (λ)との比(んぷ)についてプロット したのが図-8
および図 9である。図によると，駆動運転における吸気比 (K)はノズル面積比 (んぷ)に比例
して順次低下しているが，発火運転の場合にはノスル面積(ん)を変えてもほとんど変化せず，













るようである。かかる傾向は混合室管径 (d."，)をd情 =2"とした場合にも全く 同様である。
なお，混合室管径 d哨 =1~"，ノズル径 dnニ l.23 cm の場合，二次室気比は k= 1l0~130%
(発火運転)，k=70~80% (駆動運転)であり ，2 サイ クル機関における値 hニ35~50% の約 2.5
倍にも達している。 そのうえ，排気ノズルによる吸気比の低下もほとんどなく， 2サイ クル機
関の場合に認められた残留脈動波に基因する逆流現象なども見受けられないので，排気エゼク
タの適用上有利であることがわかる。






ロ5 J'.  /J' 7.0. fn/fe 
図-9(b) 排気ノズノレ径 (dn)の影響 (発火)
図-10(a) 
図-10(b) ノズル径 (dn)の影響 (2サイクノレ機関)
(156) 












































158 沢則弘 ・ 岸浪紘機 . ~田 紘 ・早川友吉
クタ寸度によって複雑に変化している。 すなわち，図-11，dn=2.7 cmの場合の二次空気比 (k)
曲線はいずれもN=2，300 r.p.m.附近で山となり， その値は混合室管径 (dm)に比例して順次増
加しているが，混合室管径が d明 =lt"より 大きく なると二次空気比 (k)は再び低下している。
これに対し，dη ニl.23cmのよう にノズル径 (dπ)が小さく なると二次空気比曲線の山を与える
50 
D 
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機関回転数 (N)はさ らに低速回転 (N=l，OOO
-1，300 r.p.m.)側にずれている。 また，混合








空気比 (k)の値も高 く，混合室管径 (d制)の影
響も著る しい。かかる現象をより具体的に調




および 3，500r.p.m.における吸気比 (K)，二次空気比 (めを求め，それを混合室管断面積比
(βる/Ie)につきプロットしたのが図-14，15 (駆動運転)および図-16，17である。図によると，
最適の混合室断面積比 (1，制民)が明らかに存在し，その値は表-2に示すようにノズル径(dn)に
比例して増大している。 しかし，(1，市/j~)/dπ の値を算出すると駆動運転の場合げm品)/dη宇 0.81
とほぼ一定となり， 発火運転の場合もほぼ同じである。かかる傾向は 2サイクル機関において
排気ノズルを使用しない場合(んぷ=1)にも図-18に示すように認められる。
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160 沢 員Ij弘 ・岸浪紘機 ・津田 紘 ・早川友吉
501000 2000 31仰 Nrpm.4000 
図-19 混合室径 (d刑)と排気ノズノレ径
(d戸)の影響(駆動)
dm/dn=2.26， a=4.2 cm， 
lm=65cm 
20，ω 澗 4000Nrpm 
図-20 混合室径 (d哨)と排気ノズノレ径
(dn)の影響(発火)
dm/d"ニ 2.26，a = 4.2 cm 
仏=65cm
o 0.5 fn/fe 1.0 0 0.5 fn/fe /.0 
図-21 混合室直径/排気ノス、ノレ径の影響(駆動)
o 0.5 fn/た /.00 ι5 fn/fe /.0 
図 22 混合室直径/排気ノズル径の影響(発火)
および図-20(発火運転)に示す。 図によると，ノズル









エゼク タポンプに関する従来の定常流実験では混合室の長さ (l叫)と直径 (dm)の最適寸法
比はん/d"，~7-8ト4) と云われている。また， 2サイクル機関による実験結果では混合室長さ
(160) 
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(1制)の二次室気比 (k)に及ぼす影響は比 10 
較的小さいものの，定常流実験の結果と
K 
















o 5 10 15 tm/dm 20 




= 1，500， 2，000， 2，500および 3，500r.p.m.)における











200 湖町 ‘ 4~切
自rpm
図-24 混合室長さ(ん)の影響(駆動)
a = 4.2 cm， dn.= 1.23 cm， d， = 1 i"
転数の上昇につれて二次空気比曲線の山を与える管 10 
長比 (l"，/dm)の値も増大する傾向が認められる。ま





100 200 300 AI _ __ 4000 Nrpm 
図 25 混合室長さ(んる)の影響 (発火)
a = 4.2 cm， dn = 1.23 cm， d明 =1ず'














(α)の最適値は定常流実験では α=(1.0~ 1.5) 60 
d同と云われており， 2サイ クル機関による実
験結果では図-28 に示すように α=(0.5~ 1.5)
ιるである。かかる最適距離を調べる目的で，


























図-28 ノズノレ距離 (ι)の影響 (2サイクノレ機関)
(162) 
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図-31および図 32である。
図によると吸気比 (K)に対するノズル距離 (α)の影響はほとんど認められない。 しかし，
二次室気比 (k)に関しては，最適のノス、ル距離が存在することがわかる。すなわち，排気ノズ














zω。 5∞ON ypm40ω 
図 30 ノズノレ距離(a)の影響(発火)
dπ= l.23 cm， dm = 1 ~" 
lmニ65cm
図-31 ノズノレ距離の影響(駆動)
7.0 2.00 7.0 2.0 0 7.0 o/d.郁2.0
図-32 ノズノレ距離(a)の影響(発火)
(163) 















5) 二次空気比に対する混合室長さの影響は 2サイクル機関の場合よ りも顕著であり ，最
適の混合室長さ (lm)は排気ノズル径 d，=1.23Cffi の場合，ん/d"， = 12~14 であるが，この値も
排気ノズル径および機関回転数に比例して増加する傾向をもっ。
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